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同志社大学 心理学部長 武藤 崇教授

どのような状況でも、しなやかに、そして力強く！

新型コロナウイルス（COVID-19）のパンデミックによって、文字通り「世界は一変」

しました。特に、この災禍によって、実際の対面による「学び」の機会が著しく制限

されることとなりました。しかし、私たちはどのような状況におかれても、しなやかに、

かつ力強く、生き、そして学んでいかねばなりません。なぜなら、「現在」を「未来」

につなげていくために。そして、先人たちがそうであったように。

このような状況で、心理学はどのような寄与ができるでしょうか。特に、同志社心理

が掲げる「科学的な心理学」にどのようなことができるでしょうか。今まさにその真

価が問われています。その「心や振る舞い」の科学としての心理学には、観察

力、論理力、分析力、問題解決力、さらには発信力が求められます。そのような力

を涵養することは、どのような困難な状況にも立ち向かうだけの力量を向上させる

ことにつながります。つまり、心理専門職ばかりではなく、多様な業界でさまざまな

貢献ができる人材となり得るのです。

本学部では、心や振る舞いのメカニズムに関する基礎研究から、対人援助など

の実践場面までの幅広い心理学を学ぶことができます。スタッフ一同で皆さんの

自立・自律的な学びと学生生活をサポートしていきます。この学び舎で皆さんと一

緒に、次世代につながる英知を紡ぎだすことができることを願ってやみません。

世界がどれだけ発展しても、原点にあるのは人のこころ。

ときに心理学は、現代社会を多面的に

解き明かす光となります。

それゆえ、心理学は今や産業、教育、司法など、

実に幅広い分野で活用されているのです。

また、本学は90年にわたって心理学を研究し、

多様な領域を学ぶ環境と実践的な

カリキュラムを充実させています。

心理学を学ぶことは、すなわち「社会を見つめる目」を磨くこと。

あなたも、社会に活かせる学びを身につけませんか。

社 会 の 根
底 に あ る こ こ ろ の 本 質 を

多 面 的 に 解 き 明 か す 。
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基 礎
「基礎」研究力とは、科学的な方法論を駆使して、
普遍的な知を創出する能力のことを指します。特
に心理学では、論理力、観察力、そして分析力を基
盤にして、具体的な現象に潜む普遍性を実証的に
探求していく能力のことを意味します。ここで得ら
れた普遍性は、時に常識とはかけ離れたものであ
るかもしれません。しかし、良心に基づいて、臆する
ことなく、それを社会に発信していくことが必要で
す。なぜなら、そのような行為は、自由を守ることに
つながるからです。

 論理力　  観察力　  分析力　  情報収集力

｛ 身につく能力 ｝

「基礎心理学を主たる研究領域とする研究者は、

常に臨床（応用）にも眼を向けなさい。

臨床（応用）心理学を主たる業務とする実践家は、

常に基礎の知見にも眼を向けなさい。」

これは同志社心理に言い伝えられてきた言葉です。

人という複雑な対象を理解し、それを実践するには、さまざまな見方が必要です。

同志社心理は、基礎と臨床（応用）のバランスが取れた教育を目指します。

基礎と臨床をつなぐ、
バランスの取れた心理学教育

応 用
「応用」力とは、科学的な方法論を駆使して、社会
問題を解決する能力のことを指します。特に、問題
となっている場面に即したテーラーメイドな解決方
法を提案し、実行・運用していく能力のことを意味
します。また、他の専門家と連携しなければならな
いことが少なくありません。そのような時にこそ、実
証に裏付けられた普遍性を踏まえながら、その場
で得られたデータに基づいてコミュニケーション
を交わすことが必要です。なぜなら、そのような行
為は、フェアなコミュニケーションを可能にし、相手
を尊重することにつながるからです。

 問題解決力　  創造力　  実行力　  発信力

｛ 身につく能力 ｝
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心理学部の求める学生像 高等学校段階までの学習で身につけてほしいこと

英 語主体性・多様性・協働性思考力・判断力・表現力知識・技能 国 語（現代文） 地理歴史・公民 数 学 理 科
英語の基礎学力やコミュニ
ケーション能力は、大学にお
いて広い範囲で一般的教養
知識を深めるために必要で
す。また、心理学部では、心理
学の最新の知識を得るため
に外国書や英語論文を読み
込む機会も多くあることから、
入学時より高い英語力が求
められます。国際社会に貢献
する人材となるためにも、高
い英語の基礎学力や優れた
コミュニケーション能力が求
められることになります。

国語の基礎学力は、講義やゼ
ミで文献を読んだり、実験レ
ポートを提出したりする際に
必要な能力です。論文で書か
れていることを正確に読み取
り、自らの実験・調査で得られ
たデータについて正確な解釈
を行うためには、高い国語の
運用能力が求められます。ま
た、結果を的確かつ正確に発
信する表現力にも国語の能力
が求められます。このような読
解能力と表現能力は、社会の
どのような領域においても根
幹となる重要な力になります。

現代社会で発生する多様な
問題への感度を高め、理解を
深めるには、歴史的な視点と
社会情勢に関わる基礎知識
を有していることが望まれま
す。このような知識や感性は、
キリスト教主義を原点とした
国際的な視点と結びつきな
がら、現代社会の諸問題を把
握し、その解決を目指す行動
力につながっていきます。

心理学においては、統計学の
手法や知識が求められます。
必ずしも、これらを入学前に
習得する必要はありません
が、数学的な論理的思考力を
身につけておくことが望まれ
ます。客観的な観察力や分析
力の基盤といえる統計学の
手法や知識は、メーカー、金
融、商社、サービス、情報、公
共など幅広い業界で有益な
ツールとなるでしょう。

心理学の一般知識には、脳・
神経科学、生理学などに関す
る分野が含まれます。理科、特
に生物についての一定の基
礎学力を有していることが望
まれます。生物に関する知識
は、物事の原理・原則を見抜く
力、生命に対する倫理観を培
うとともに、健康、保健、福祉、
医療などの分野で活躍するた
めの応用力につながります。

心理学部では、基礎心理学
と応用心理学のバランスの
取れた教育を通じて、心や
行動の仕組みと機能に関す
る知識と技術の習得を目指
しています。そのため、文系・
理系を問わず、幅広い基礎
知識が求められます。特に、
一般的教養知識の習得や
心理学の専門知識を身に
つける上で必要となる、日
本語と英語の読解能力・表
現能力を備えた学生を求め
ています。

自らの主張や論理を組み立
てる力、現象を客観的に観
察・分析する力、そして、得ら
れた実証データについて主
体的に発信する力に優れた
学生を求めています。これら
の能力は入学後に培われま
すので、すべてを兼ね備え
ておく必要はありませんが、
論理と実証を基礎とした科
学的な心理学の探求に強
い関心を持つ人物こそ心理
学部の求める人物像です。

入学後は、同志社心理の伝
統である「少人数教育」に基
づいて、教員と学生はもち
ろん、学生同士もしっかりと
向き合って学び合う機会が
設けられます。そのため、他
者と協働して社会における
問題の解決を試みる行動力
を持ち、社会のどのような領
域でも活躍できるような幅
広い関心やコミュニケー
ション能力を備えた学生を
求めています。

Curriculum

心理学部では、心の仕組みに関する知識や技能を基礎から
応用まで体系的に学び、論理的な思考とデータによる実証
を重視する姿勢を身につけることで、習得した知識や技能
を適切に運用し、心理学の成果を社会に向けて主体的に発
信できるようになることを目的としています。心理学の専門
家として、人の心に関心を持ち、心の問題に科学的にアプ
ローチする能力を備え、現代社会のさまざまな分野におい
て貢献できる人物の育成を目指しています。こうした観点か
ら、心理学部では、次のような学生を求めています。

アドミッション・ポリシー ディプロマ･ポリシー

心理学部心理学科では、観察・分析力、論理力、発信力の育成を基盤に、実証的な姿勢で「人のこころ」にアプローチできる人材の養成を目指して
いる。キリスト教主義の精神に基づく教育環境の中で培われる高度な専門知識と技能は、心理学の専門家として、また社会のさまざまな分野で、
良心をもって活躍する有為な人材を育成するための素地となる。

こころと行動の仕組みとその機能を解き明かすための実
証的な研究法を身につけ、それによって得られた専門的
知識を実社会に活かすための方法論を理解できる。

根拠となるデータに基づいて論理的に思考すること
により、実証的な姿勢でこころと行動の問題にアプ
ローチするとともに、その成果を的確に発信できる。

こころと行動を科学的に探求し、その知識を核とした
幅広い教養を活かした他者との協働により、社会のさ
まざまな領域において貢献できる。

知識・技能

思考力・判断力・
表現力

主体性・多様性・
協働性

目指すべき人材（物）像



1年次 2 年次 3 年次 4 年次

必
修
科
目

選
択
科
目
I

講義系

実習・演習系

A群
［神経・行動心理学系科目］

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期
心理学概論（1）

心理学実験（1）
ファーストイヤーセミナー

心理学実験（2） 心理学実験（3）

スポーツ心理学／精神生理学／比較認知心理学／神経科学の基礎／食行動の心理学／生理心理学（神経・生理心理学）／学習心理学（学習・言語心理学Ⅰ）／
認知心理学（知覚・認知心理学）／感情心理学（感情・人格心理学Ⅰ）／行動分析学（学習・言語心理学Ⅱ）
環境心理学／臨床社会心理学／産業・組織心理学／交通心理学／リスク心理学／パーソナリティ心理学（感情・人格心理学Ⅱ）／健康心理学（健康・医療心理学）／
心理学的支援法／精神疾患とその治療／犯罪心理学（司法・犯罪心理学）／実験社会心理学（１）（社会・集団・家族心理学Ⅰ）／実験社会心理学（２）（社会・集団・家族心理学Ⅱ）
発達心理学／乳幼児心理学／ヒューマン・モティベーション／高齢者心理学／障害者・障害児心理学／
家族心理学（社会・集団・家族心理学Ⅲ）／学校心理学（教育・学校心理学）／福祉心理学／教育相談の理論と方法／生徒・進路指導の理論と方法
心理学史／心理学特論／心理的アセスメント

心理学データ解析実習 プレ演習 演習（1） 演習（2）
卒業論文

心理学概論（2）
心理学統計法（1）
外国書講読（1）

心理学統計法（2）
臨床心理学概論

心理学研究法（1）

外国書講読（2）

心理学研究法（2）

多変量解析法の基礎／心理学実験プロジェクト演習／
心理学実験演習(上級)

関係行政論／公認心理師の職責 人体の構造と機能及び疾病／心理演習

B群
［臨床・社会心理学系科目］

C群
［発達・教育心理学系科目］

D群
［共通］

Ｅ群
［公認心理師共通］

伝統の少人数教育

Point 1 Point 2 Point 3

少人数科目を設置し、
きめ細やかな指導を実現

心理学部では少人数教育を重視しており、学生と教職員の距離
が自然に近くなります。1年次のファーストイヤーセミナーから4年
次の演習（ゼミ科目）まで、全学年で少人数科目を設置し、きめ細
やかな指導を実現します。 

研究力の向上
興味ある分野を発見して学び、

研究色も高めていく

2年次からは選択科目Ⅰより、あらゆる心理学を学べるようになり
ます。「神経・行動」「臨床・社会」「発達・教育」と大きく3つの分野
を示すことで、自身の興味・関心がどの分野に向いているのか確
認することができます。また知識だけでなく、研究力をつけるため
に、演習や実習を重ねて行い、研究法についても学びます。

実践力の修得
こころと行動の解明に必要とされる

実践的かつ専門的な技術へとレベルアップ

1年次と2年次で、実験と臨床心理学の基本的な技能を学びます。
3年次のアドバンストクラス「心理学実験演習（上級）」、「心理学
実験プロジェクト演習」では、実践的かつ専門的な技術へとレベル
アップします。

学びの特徴

履修プロセス 心理学部 心理学科【2019年度以降生】

心理学情報機器基礎／発達と学習の心理学

心理実習（1） 心理実習（2）

実証的視点と高度な知識を身につけ、
社会に広く貢献する人材を育む。

Curriculum
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3年次 ［応用］

心理学実験演習（上級）

2年次 ［実践］

心理学実験

1年次 ［基礎］

ファーストイヤーセミナー

１年次の必修科目として「ファーストイヤーセミナー」が
あります。これは少人数のグループで、大学での学びに
関する基本スキルを身につけるプログラムです。授業の
後半ではグループで選択したテーマについて、ポス
ター形式の発表を行います。グループワークを通して、
仲間や先生と密にコミュニケーションをとり、“考える
力”と相手に“伝える力”を育みます。

4年次 ［探求］

卒業論文（ポスター発表）

４年次は学びの集大成となります。演習（ゼミ）で学生自
身が興味のある分野について卒業論文のテーマを選
択し、大学生活を通して学んできたことを活かして、卒業
論文を完成させます。完成した卒業論文は教員や学
生、またご父母の前でポスター発表を行います。論文作
成の中で培われた知識やスキル、経験は将来必ず社
会で役立つことでしょう。

プロジェクト型への応用・探求 実験演習や卒業論文執筆は個人研究ではなく、一部を除いてチームを作ってプロジェクト型で実施しています。協力してデータ収集しているために、研究の水準は

非常に高いレベルにあります。また、基礎から応用までさまざまな専門分野のゼミが開講されているので、学生がそれぞれに求める心理学を研究できます。

「心理学実験演習（上級）」では、自分の興味や卒業研究
の計画に応じて、さらに高度かつ実践的なスキルを修
得できます。例えば乳幼児の研究などに役立つ行動観
察の技術を学ぶクラスや、コンピュータを利用した心理
学実験の方法を学ぶクラス、ヒトの心拍数などの生理
反応を測定するための解析法を身につけるクラスなど
が選択できます。

こころと行動の基本的性質や法則性を科学的に探るに
は、実験が欠かせません。1年次から続く「心理学実験」
では人の記憶や知覚の仕組み、対人場面での行動、
動物の学習メカニズムなどに関する実験を実施します。
目に見えないこころのプロセスをどのように客観的に
測定し、どのように報告するのかなど、サイエンスの
手法を段階的に修得します。

6
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生体の反応から、
心の動きを読み取る。

心と身体、相互の関係の理解を深める演習です。一般的
に“嘘発見器”として知られているものに類似した装置を
使用し、質問をされた参加者の「心臓の鼓動が速くなる」
「汗をかく」「顔が赤くなる」といった反応から、心の動き
を推測します。参加者に電極を取り付けて心電図を測る
など、実際の犯罪捜査などで活用されている方法を学生
自ら体験できるのが魅力です。もちろん、単にデータとし
て数値を測定するだけではありません。得られた結果の
読み取り方などについても議論を行い、心身の関係につ
いて理解を深めます。また、さまざまな装置を使用した経
験は、学生が論文を執筆する際に、実験の選択肢を増や
すことにもつながります。

本学部では学生の視野を広げるために、3つのコー
スを設置。それぞれのコースで、複雑なこころの仕
組みを探るための多様な専門科目をそろえていま
す。卒業までに全てのコースから3科目以上履修す
ることが求められます。また、1つのコースから6科
目以上履修するとコース認定が受けられます。

神経・行動

検査スキルに加えて、
適切な接し方も学ぶ。

臨床・社会

企画力や実践力、ディスカッション力など、
さまざまな力を身につける。

3つのコースより Pick up 自由に履修できる3つのコース
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写真では『ウェクスラー式知能検査』に取り組んでいま
す。この検査は幅広い年齢を対象とすることができます。
その中でも成人向けの『WAIS-III』を実施しました。「絵
画完成」「積み木模様組み合わせ」といった動作性検査
と、「単語」や「算数」といった言語性検査から構成され、
言語性IQ（理解力や記憶力など）と動作性IQ（図形や記
号の処理能力など）、そしてそれらを総合した全検査IQ
に分けて知能水準を算出することが可能です。
また、演習では実験者だけでなく参加者の立場も経験す
るので、検査のスキルに加えて参加者への接し方なども
修得できます。学内の演習で経験を積み、学外での検査
にも挑戦します。

さまざまな心の側面を測る心理検査（知能検査、パーソ
ナリティ検査、投影法）について学びます。写真で行われ
ているのは、子どもを対象とした『田中ビネー知能検査』
です。ロールプレイを行って参加者となる子どもの知能
指数を算出し、得られた結果を解釈・分析する練習も行
います。
子どもを対象に検査を行う場合、特に重要なのが参加者
とラポール（相互の信頼関係）を築きながら楽しんでもら
うこと、そして手際よく正確に進めることです。この演習
では、その両方を修得することができます。他にも多様な
検査を行うので、心理検査に興味がある人や、臨床心理
士を目指している人に適した実習です。

神経・行動心理学コース

コース名 内 容 卒業研究のテーマ（例）

臨床・社会心理学コース

発達・教育心理学コース

近年めざましい発展をみせている最新の脳科学や行動科学を学びます。心と行動の神経・生理的な基盤と行動そのもののメカ
ニズムを中心に学習し、心と行動について生物学的・行動科学的に理解する能力に特に秀でた人材となることを目指します。

■ 空間認知における脳のはたらき　■ ポリグラフ検査における情報既知性についての検討
■ 活動性拒食症のラットにおける食事の予期の効果

■ ストレス条件下における身体反応と感情　■ うつ症状の臨床行動分析
■ 返報性の観点からみた試供品配布の効果

■ 自由遊び場面における乳児の人見知り行動　■ 目標が課題達成に及ぼす影響
■ 児童・生徒における異年齢交流の教育的効果

心の問題の解決を目指す臨床心理学と社会における心と行動の理解を目指す社会心理学を学びます。心の問題を解決する
能力と心理学の知識を対人関係の中で活かす能力に特に優れた人材となることを目指します。

生涯発達的な観点から心の発達と教育に関するメカニズムおよびその支援の基礎知識を中心に学びます。発達や教育に
関連する問題について適切な理解と支援を行う能力に特に秀でた人材となることを目指します。

信頼関係を築きながら、
楽しませる術を磨く。

発達・教育



メールやブログ、SNSなど今や私たちの生活に欠かせないインターネット。

便利なツールなのは言うまでもありませんが、注意が必要な部分があることも確かです。

ここでは心理学とインターネットの関係に迫ってみましょう。

「顔文字の印象を科学する」

「ネット依存を改善する」

顔文字を電子メールのメッセージに付けて送信すれ
ば、より正確な感情を相手に伝達できますね。実際に、
１文のメッセージに対して、顔文字を付けない条件、顔
文字を１つだけ付ける条件、顔文字を３つも付ける条
件を設定し、メッセージの受信者がどのような印象を
受けるかが実験されました。その結果、顔文字を１つ付
けると社会的で友好的だと感じられましたが、３つ付け
ると逆に社会的ではないと判断され、友好性も下がり
ました。つまり、付け過ぎると逆効果になることがうか
がわれます。

感情伝達促進効果

KEY WORDS

電子メールのメッセージ内容が嬉しいことだっ
た場合、嬉しさを表す顔文字を付けると、相手
に嬉しさが増幅されて伝達される現象です。
メッセージ内容が怒りや悲しみに関するもので
ある場合は、そのような増幅効果は消失します。

顔文字による勘違いの例
ある女性が事件に巻き込まれました。その女性
は電子メールで友達に助けを求めたのです
が、なんと顔文字を付けてしまいました。その結
果、友達は緊急性が低いと受け止めて、被害者
の救出が大きく遅れてしまいました。

Google効果
私たちはインターネット上の検索エンジンを
使ってさまざまな情報を簡単に検索することが
できます。しかし、そのような情報はすぐに忘れ
てしまうことが実験によって明らかになりまし
た。いつでも検索できるという考えが忘却に関
連しているのかもしれませんね。

行動分析学

KEY WORDS

行動分析学は、ヒトの諸活動を、環境と個体との相互作用（＝行
動）から探求し、行動に関する因果法則を明らかにしていこうとす
る科学のことです。

「認知心理学」
からのアプローチ

   「臨床  心理学」
　  からの  アプローチ

○△□○△
□○△□○
(^_^)/
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心理学の視点で
『インターネット』に迫る。

Pick up Topic



「フェイスブックの心理実験」

「ネット依存」は、アルコール、ニコチンなどの物質の過剰摂取による依
存症とは質的に異なります。しかし、自分の意思で、ネット使用が止めら
れなくなり、日常生活に支障が生じてしまう、という点では似ています。
そのため「誘惑に負けない心を育てれば、つまり意志を強くすれば、依
存は改善できる」と考えがちです。しかし、そのような発想では、いっこう
に依存は改善されません。実は、不適切なネット使用にも、第三者から
観察することができる「本人も気づいていない理由」があるのです。それ
を科学的に調べ、整理し、その人に合った改善方法を見つけていきま
す。この方法は、専門的には行動分析学と呼ばれ、一般的には認知・行
動療法の基礎の１つとして知られています。

2014年に発表された69万人のフェイスブックユーザーを対象とし
た心理実験の結果は大きな波紋をよびました。フェイスブックの
ニュースフィードの表示から、ポジティブな表現を含む項目を減らす
よう操作したところ、ポジティブな投稿が減り、ネガティブな投稿が
増えるというように、ユーザーの感情が伝染していくことがわかった
のです。ただし注目を集めたのは、直接対面することなくSNSにより
感情の伝染が生じるという結果のインパクトではなく、無断で実験
台にされたというユーザーの怒りが噴出した点です。フェイスブック
の利用規約でユーザーはデータの使用に同意しており、民間企業
が実施したため研究倫理審査委員会の審査対象とはならなかった
という擁護論はありますが、フェイスブック社は実験が不安をかきた
てたことについて謝罪をしています。

感情伝染

KEY WORDS

ある人が感じているポジティブま
たはネガティブな感情を周りの人
も同じように感じるようになる現象
のこと。主に直接やりとりする中
で、表情や身振りといったノンバー
バルな表現を通じて伝わるとされ
ています。

研究倫理審査委員会
研究を行う際に、実験や調査の対
象となる人や動物に与えるリスク
を第三者がチェックするための機
関。大学での心理学の研究は、倫
理面で問題がないか、必ず審査を
受けます。

認知・行動療法
クライエントの不適応な状態に関連する行動・情緒・認知的な問題を
標的とし、行動科学の諸理論や行動変容の諸技法を用いて、それを軽
減するとともに、適応的な反応を生起させていく治療法のことです。

「社会心理学」
からのアプローチ

   「臨床  心理学」
　  からの  アプローチ
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公認心理師とは、保健医療、福祉、教育などの分野において、心理学に関する
専門的知識や技術をもって、支援を必要とする人の心理状態を観察・分析し、
相談・指導したり、その関係者に助言したりする専門職です。
2017年に施行された公認心理師法に基づき、同志社大学心理学部および大学
院心理学研究科では、受験資格を得られる教育体制を構築しています。 例）　・病院などの保健医療　・学校などの教育　・児童相談所や福祉事務所などの福祉

 ・矯正施設などの司法　・会社などの産業

●学部

認定心理士／認定心理士（心理調査）
同志社大学心理学部を卒業時に「日本心理学会」が
定める条件を満たした場合、任意で認定申請ができま
す。（職能資格ではありません）

●大学院

臨床心理士
臨床心理学コースは「日本臨床心理士資格認定協会」
の第１種指定校の認定を受けています。そのため、臨
床心理学コースを修了時に条件を満たしている場合
は、受験資格が得られます。

●学部
同志社大学心理学部で
は2018年度より資格取
得に対応したカリキュラ
ムを施行済みです。

●大学院
臨床心理学コースでは
2018年度より資格取得
に対応したカリキュラム
を施行済みです。

現代社会のあらゆる課題に対応するために
心理職初の国家資格『公認心理師』を知る。

公認心理師とは
公認心理師は、さまざまな場で関係する多くの職種の人たちと連携して、それぞ
れの役割を理解し、チームの一員として専門性を発揮しつつ、個々の状況に応
じた支援を行います。

期待される活躍の場

文部科学省、厚生労働省(以下、両省)が定める条件を満たして大学を卒業す
ることが受験資格を得る第一条件となります。両省が定める条件を満たして大
学院を修了することで受験資格を得ることもできます。

公認心理師になるには
一定の業務と義務行為を法律で定められている国家資格である公認心理師の
ほかに、心理学を専門とする民間資格もあります。同志社大学心理学部では、
学生の多様な要望に対応できる環境を整えています。

他の関連資格

Pick up Topic

公認心理師の資格取得方法

公認心理師試験

公認心理師資格（登録）

同志社大学心理学部・心理学研究科で得られる資格条件

4年制大学において施行規則
第1条で定める科目を履修

4年制大学において施行規則
第1条で定める科目を履修

すでに知識および
技能を有すると
認定されて

いる方やその他
特別措置

日本心理研修センターHPより

大学院において施行規制
第2条で定める科目を履修

施行規則第5条で定める施設で施行
規則第6条で定める期間の実務経験

11 Doshisha University Faculty of Psycholog y



神山 貴弥ゼミ

学校適応 予防的取組 非認知スキル

子どもが学校に適応するための支援方法を探究する。

　子どもの学校への適応を研究している神山先生。個人に対し
てというよりは集団全体に働きかける中で、一人ひとりの子ども
の社会的能力を高め、不登校やいじめなどの問題行動の予防
につながる支援方法を探求しています。ゼミには、教員志望の
学生だけでなく、さまざまな進路を目指す学生が在籍します。
　それぞれの自主性を重んじ、教育心理学分野に限らず、自分
の興味・関心に応じたテーマで卒論研究に取り組んでいます。

Key Words

大屋 藍子ゼミ

創造的行動 生活習慣 QOL（Quality of Life）

心理学は「生きていくこと」に直接関わる学問。
人々を支援する有効なツールとして社会に役立ててほしい。

　臨床心理士／公認心理師としてチーム医療にも参画している
大屋先生。人の心理を行動分析学の観点から深く探究し、その
成果を社会の各分野で積極的に活かし、貢献することを主眼にし
ています。ゼミ生の活発な発言を実現するために、大屋先生自身
の研究テーマである「行動変動性」も積極的に応用しています。
　各自が試行錯誤をすることによって新たな行動が拡大し、思い
切って発言したことが認められるという成功体験を実感できる
取り組みを行っています。

Key Words

竹原 卓真ゼミ

コミュニケーション 顔認知 感情

生活に密接に関わる認知心理学。日常の興味関心が研究テーマにつながる。

　認知心理学を専門とする竹原ゼミでは、ソーシャルネット
ワークサービス（SNS）における言語の問題や人間の顔や魅力
に関する実験研究など、さまざまなテーマの研究が行われてい
ます。「何気ない疑問や興味の延長に研究がある」という先生の
考えのもと、学生はそれぞれ興味のあるテーマを選びます。
　また、ゼミで大切にされているのは「議論」。学生同士の意見
交換や会話の中からアイデアを見つけ出すことが、新たな発見
につながっています。

Key Words

興津 真理子ゼミ

親子 信頼関係 夫婦

生きていく上で欠かせない家族について心理学という視点から見つめなおす。

　興津ゼミでは「家族」をテーマに親子や夫婦などの関係を心
理学的に考察しています。人間にとって最も身近な存在である
家族。家族との関わりを学ぶことで、より広範囲の人とのコミュ
ニケーション能力が高まります。また、将来家庭を持った時の参
考にもなります。
　現役のカウンセラーでもある興津先生。ゼミでは母親のよう
に優しく、時に厳しく、親身になってアドバイスしてくださいます。

Key Words

多種多様なゼミでの研究で
こころに対する見聞を広めていく。

Pick up Seminar
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さらなる専門性を究める
同志社大学大学院 心理学研究科。
本学では、1961年に文学研究科心理学専攻修士課程、

1964年に同博士課程が設置され、2009年度から心理学研究科となりました。

さらに、2011年度からは前期課程に臨床心理学コースも設置しました。

長きにわたり、サイエンスとしての心理学を基礎とした高度な知識・技術の

総合的学習と研究能力の涵養を目指し、基礎研究領域と臨床実践領域の

いずれかに偏ることのない総合的な教育研究を展開しています。

Graduate School

大 学 院 紹 介

国際性豊かで実践的な教育プログラムを通じ、
現代社会のニーズに応じられる専門家を育成

心理学研究科

現在、こころの問題は社会において広がりを見せ、病院だけでなく、

企業、教育、司法の現場などで重視されています。本研究科では、実験

心理学的アプローチをベースに、産学官の領域を超えた研究や実践

活動を積極的に企画･実施できる人物を育成するために、斬新な教育

プログラムを展開しています。また、同志社大学のスケールを活かして

海外の研究者と活発な交流が行われています。心理学の専門家として

科学の発展に貢献するために、自律的に研究を展開させる意欲と

能力を備えた学生を求めています。

本コースでは、心理学について科学的立場からの高度な知識の蓄積を目的とするが、さらに、基礎的実験技術の習得、プロジェクト
企画・遂行能力の育成を行い、本専攻で培った知識・研究方法を背景に、教育・司法・行政及び各種企業での基礎的な問題から
応用的な諸問題まで対応できる問題発見能力、問題解決能力を持った人材を養成することを目的とする。

求める力 ： 心理学に関する幅広い基礎知識／研究運用能力（研究構想力、実践力、分析・考察力） 

心理学コース

心理学コース 臨床心理学コース

青山 謙二郎（教授）
畑 敏道（教授）
神山 貴弥（教授）

中谷内 一也（教授）
竹原 卓真（教授）
田中 あゆみ（教授）

内山 伊知郎（教授）
余語 真夫（教授）
及川 昌典（教授）

石川 信一（教授）
武藤 崇（教授）
興津 真理子（教授）

杉若 弘子（教授）

前期課程

心理学研究科心理学専攻博士課程（前期）は、心理学について実証的立場からの高度な知識の蓄積を目的とするが、さらに
基礎的実験技術の習得、また応用面での臨床的技術の習得を行い、本専攻で培った知識・研究方法を背景に、教育・司法・
行政等の職種を中心とした健全なこころの成長に貢献できる人物を育成し、基礎的な問題から応用的諸問題にまで対応できる
問題解決能力を持った研究者及び教育者の養成を目的とする。

各コースの担当教員 詳しくはP.17‒18

後期課程

心理学研究科心理学専攻博士課程（後期）は、前期課程において習得した心理学研究の知識・技術を基盤として、心理学に
おける高度な専門的知識と研究能力を身につけた研究者を養成し、大学における専門分野の研究にとどまらず、産官学分野に
またがって基礎的な問題から応用的諸問題にまで対応できる問題発見能力とそれに対する解決能力を持った研究者及び
教育者を養成することを目的とする。

臨床心理学
コース

求める力 ： 心理学に関する幅広い基礎知識／研究運用能力（サイエンティスト）／臨床実践力（プラクティショナー）

財団法人 日本臨床心理士資格認定協会 第1種指定校

本コースでは臨床心理学の知識の充実と、臨床における実践的な技能の習得を目指している。臨床心理学における方法論は
多様であるが、本コースでは特に科学的視点に立ち実証的なアプローチを行うことを重視している。このような教育の姿勢を背景に、
心理臨床センターにおける実践、学外研修における実践などを通して、研究能力を持ち実社会に貢献できる人材を育成する。

公認心理師（国家資格） 2018年度より受験資格に対応したカリキュラム施行
文部科学省・厚生労働省 確認済
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ケース陪席・担当／プログラム実習／アセスメント実習

学内実習

学内・学外実習

臨床心理学コースでは、「同志社大学心理臨床センター」を活用し、学内実習を行っています。学内実習では、指導
相談員（臨床心理学コースの大学教員）、専任の相談員といった臨床心理士の有資格者とともに実践を学びながら、
伝統の少人数教育を継承したきめ細やかな教育が受けられます。

日本学術振興会(学振)における特別研究員制度について

各種研究支援制度

特別研究員制度は、優れた若手研究者に対して、自由な発想のもとに主体的に研究課題等を選びながら研究に専念する
機会を与え、研究者の養成・確保を図る制度です。研究者としての道を歩むために必要なキャリア形成として、論文等の発表を
重ね、博士学位を取得することはもとより、博士後期課程在学中に日本学術振興会特別研究員に採用されることが、研究職の
ポジションをステップアップさせる上で大きなアドバンテージになります。特別研究員に採用されると、研究活動に専念できるよう
奨励金が支給されるだけでなく、研究費が補助されることから、博士学位論文に必要なリサーチワークが大きく前進します。
本学においても、毎年多くの大学院生が応募し、これに採用されています。

補助金制度

同志社大学大学院心理学研究科では、研究科生の教育・研究に対してさまざまな角度からこれを助成し、よりよい教育を受け、
研究に専念できるよう環境の充実を図っています。

奨学金制度

同志社大学では、誰もが安心して学業に専念できるよう、同志社大学独自の奨学金を豊富に設けており、日本学生支援機構
奨学金や民間・地方公共団体奨学金とあわせて総合的なサポートを行っています。

1 2 子どもたちの明るい笑顔のために
不安を抱えた心を支える
心理学部心理学科　石川 信一教授心理学部心理学科　中谷内 一也教授

Pick up Research

子どもは必要以上に不安を抱えてしまうことがあります。そんな子ど
もたちを支援するのが、認知行動療法の理論に基づいた不安改善
プログラム「いっちゃが教室」です。「いっちゃが」とは、宮崎県の方
言で「気にしなくてもいいよ」という意味。不安の正体を自覚してもら
い、子どもたち自身の気づきにつなげることで、多くの子どもが不安
を克服しています。

リスクを正確に認識する力が
緊急時にあなたの生命を救う

人間は異常なことが起こっても、どこかに正常な部分を見つけて
普段通りだと思い込もうとする心理が働きます。それが大きく表れた
のが東日本大震災。津波の危険性を知りながらも、なかなか逃げ
だせない人がたくさんいました。リスク認知を行動につなげるには
どうすればよいのか。認知のメカニズムを活かした研究で誰もが
安心して暮らせる社会を目指します。

・ 国内学会への参加にかかる交通費　・ 学外共同研究にかかる交通費・宿泊費　・ 各種コピーにかかる費用
・ 刊行物の閲覧にかかる費用　・ 論文の抜刷にかかる印刷費　・ 海外学会への参加にかかる交通費
・ 英文校閲費用　・ 論文投稿料

・ 給付制・貸与制（無利子）の奨学金が充実　・ 採用実績・採用人数が多い　・ 種類が豊富　・ 複数の奨学金を受給可能

実習例
補助金例（2021年度現在）※事前の周知なく変更する可能性があります。

ポイント

学外実習

学外実習には、保健医療分野、教育分野、福祉分野、産業・労働分野や司法・犯罪分野の実習施設があります。
なお、事前の予告なく記載している実習先施設を変更する場合があります。実習希望者は複数の施設について
学外実習を行うことができます。

福祉分野

・児童養護施設 京都大和の家
・その他情緒障害児短期治療施設や
 児童自立支援施設
・株式会社 LITALICOワークス京都駅前

教育分野

・同志社中学校
・同志社国際中学校
・京田辺市教育委員会
 適応指導教室（ポットラック）

産業・労働分野

・株式会社 ジャパンEAP
 システムズ 関西支社

司法・犯罪分野

・法務少年支援センター京都
 （京都少年鑑別所）

保健医療分野

・医療法人栄仁会
 京都駅前メンタルクリニック
 バックアップセンター・きょうと
・医療法人栄仁会 宇治おうばく病院
 リカバリーセンターきらり
・医療法人栄仁会 宇治おうばく病院
 臨床心理室
・京都府立医科大学附属病院
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Academic Portfolio

大 学 院 生 キャリア サ ポ ート事 業
セルフ・プロデュース型

キャリア能力開発システム

他研究科への波及

 〉〉 https://psych.doshisha.ac.jp/graduate/ポートフォリオや大学院生メッセージはこちらからご確認いただけます

キャリア能力の到達度目標を設定

大学院生は自分のキャリア・ビジョンに応じてそのビジョンに適うキャリア能力を設定し、その年
度における各キャリア能力の具体的到達目標を決める

自己のキャリアを念頭に主体的に学び続けて
未来を切り拓く人物の養成

キャリア能力開発システムの
ノウハウを公開

● 明確なキャリア・ビジョン
● ビジョンに適うキャリア能力
● 学び続けようとする強い意志

各キャリア能力の到達度を自己評価・相互評価

年度末に、アカデミック・ポートフォリオに基づき、キャリア能力の到達度を自己評価・相互評価
することを通して、次年度のキャリア能力に関する到達目標や従事する活動計画を見直す

キャリア能力を向上させるための
活動に従事

● 研究会参加
● フィールドワーク
● 授業内での発表
● 自主勉強会の開催
● 学会発表
● 論文執筆 　など

アカデミック・ポートフォリオの作成、
成果の発信

①活動の成果を
● 紙媒体としてファイルに保存
　 （一次保存）
②eポートフォリオの構築により
● 電子ファイルに保存（二次保存）
● Web上に公開（発信）

を備えた人物へ

※ポートフォリオサンプル画面

アカデミック・ポートフォリオを活用した
セルフ・プロデュース型キャリア能力開発システムの構築
本取組みを通じて、個々の大学院生のキャリア・ビジョンに

応じたきめ細やかな研究・実践指導、ならびに活動支援を行い、

自己のキャリアを念頭に主体的に学び続けて

未来を切り拓く人物の養成に努めています。

「ALL DOSHISHA教育推進プログラム」採択プログラム

15 Doshisha University Faculty of Psycholog y
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90年超の伝統を
受け継ぎ進化する、
同志社心理の歩み。
2009年4月、同志社大学12番目の

学部として開設された心理学部。

本学と心理学との関わりは古く、

1927年より本格的な実験心理学の

研究・教育を進めてきました。

今後も長年の伝統と精神はそのままに、

次代を見据え、新しい分野や

国際化にも対応していきます。

History

伝 統 と 革 新

新制大学の発足とともに、文学部文化学科教育学および心理学専攻として再出発。遠藤汪吉、松山義則の各教授が中心と
なり、新時代の心理学研究・教育の基盤整備を進める。

これまでの教育目的の根幹である「こころと行動の基本的性質と法則性を実験や調査などを通して実証していく」ことと、「こころと
行動に関する臨床･応用研究と実践活動に取り組む」という2つの目的を不可欠な両輪として捉え、2009年に世界水準の新たなる
学部・研究科の開設を実現しました。次代を見据え、世界的潮流に応えた、良心を手腕に運用する人材の輩出を目指しています。

大学院文学研究科に心理学専攻修士課程を設置。

大学院文学研究科に心理学専攻博士課程を設置。

文学部文化学科において教育学専攻と心理学専攻に分離。

京田辺校地開校に伴い、京田辺心理学実験室を設置。

文部科学省大学院教育改革支援プログラムに採択される。

「赤ちゃん学研究センター」を設置。
※現在は研究開発推進機構の組織として活動中

文学部の改組により心理学科を設置。また「こころの生涯発達研究センター」「感情･ストレス･健康研究センター」を設置。

本学における心理学の研究･教育の起源は、同志社大学の前身である官許同志社英学校まで遡ります。新島襄が1875年に
京都府庁に提出した「私塾開業願稿」に開講科目の1つとして「性理学（心理学）」が記されています。日本の現代心理学の礎を
築いたとされる東京帝国大学の初代教授となった元良勇次郎と、京都帝国大学の初代教授となった松本亦太郎は、ともに同志
社英学校草創期の学生でした。

新島襄によって開講された同志社英学校の科目「性理学（心理学）」

1927年に文学部哲学科心理学専攻を設置。以来、実験心理学研究を究めていく本学の心理学実験室の伝統が刻まれてきた
のです。初代教授の1人、本宮弥兵衛は東京慈恵会医院医学専門学校で医学を学び、同志社神学校で神学を学んだ後、オベ
リン大学、イエール大学で実験心理学を修め、本学における心理学実験室の礎を築きました。

実験心理学の歴史と伝統は、ここから始まった

心理学部・心理学研究科を開設

※2015年度に「実証に基づく心理・社会的トリートメント研究センター」に名称変更
「実証に基づく心理トリートメント研究センター」を設置

心理学研究科では、「心理学コース」「臨床心理学コース」の２コース制がスタート

「こころの科学研究センター」を設置

心理学研究科 心理学専攻臨床心理学コースが、
財団法人 日本臨床心理士資格認定協会第1種指定大学院に認定

1875

1927

1948

1961

1964

1967

1986

2005

2007

2008

2009

2010

2011

2012

2013

2014

「公認心理師」に対応したカリキュラム施行
2018

心理学部・心理学研究科 開設10周年記念事業を挙行
2019

※2019年度に新町キャンパス・尋真館へ移転
今出川校地・継志館に「心理臨床センター」を開設
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あなたの知的好奇心に応える、
心理学エキスパート。
それぞれの［専門領域］［現在の研究テーマ］を紹介。

心理学のエキスパートとともに、心理学の世界へ踏み出しましょう！

Professors

教 員 紹 介

武藤 崇 教授
［専門領域］

■ 臨床言語心理学
■ 生老病死を考える心理学
［現在の研究テーマ］

■ 言語行動理論（関係フレーム理論を
　含む）による心理療法場面における
　プロセス研究
■ アクセプタンス＆コミットメント・
　セラピー（ACT）に関する
　プロセス、アウトカム研究
■ 家族の認知症介護負担感の
　支援方法に関する研究
■ 人が抱える根源的な苦悩
　（生老病死）に関する研究

津田 菜摘 助教
［専門領域］

■ 臨床行動分析
■ 臨床社会心理学
［現在の研究テーマ］

■ 精神疾患に対するスティグマ
　低減のためのアプローチ

内山 伊知郎 教授
［専門領域］

■ 発達心理学
■ 交通心理学
［現在の研究テーマ］

■ 乳幼児から高齢期までの
　発達心理学
■ 交通安全の発達心理学

青山 謙二郎 教授
［専門領域］

■ 学習心理学
■ 行動分析学
■ 食行動の心理学
［現在の研究テーマ］

■ 食べる行動の実験心理学的研究
■ 衝動的行動の行動分析学的研究
■ 動機づけ行動のセッション内減少

興津 真理子 教授
［専門領域］

■ 家族心理学
■ 臨床心理学
［現在の研究テーマ］

■ 家族造形法による事例
　検討がもたらす効果について
■ グリーフケアにおける
　家族へのアプローチ

中谷内 一也 教授
［専門領域］

■ 社会心理学
■ リスク心理学
［現在の研究テーマ］

■ 災害や各種リスクに対する
　認識と行動

畑 敏道 教授
［専門領域］

■ 生理心理学
■ 行動学的神経科学
［現在の研究テーマ］

■ 時問評価や記憶の
　脳内過程に関する研究

藤村 友美 准教授
［専門領域］

■ 精神生理学
■ 感情心理学
［現在の研究テーマ］

■ コミュニケーションの心理的・
　生理的基盤の解明

毛利 真弓 准教授
［専門領域］

■ 犯罪心理学
■ 臨床心理学
［現在の研究テーマ］

■ 性暴力に対する治療教育
■ 共同体と関係性を基盤とする
　犯罪行動変化への介入
　（特に刑務所内治療共同体）
■ 犯罪行動を手放す（離脱）
　プロセス
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神原 広平 助教
［専門領域］

■ 臨床心理学
■ 認知行動療法
■ 抑うつに対する予防的アプローチ
［現在の研究テーマ］

■ ネガティブな考え込み（反すう）と
　抑うつの関係の検討
■ 反すうに対するWebベースのプログラムの開発
■ 高等学校等におけるユニバーサルな
　抑うつ予防プログラムの開発 など

余語 真夫 教授
［専門領域］

■ 臨床社会心理学
■ アフェクティブ・サイエンス
　（感情科学）
［現在の研究テーマ］

■ 感情の生成と変容における
　言葉の役割の実験心理学研究

及川 昌典 教授
［専門領域］

■ 社会心理学
［現在の研究テーマ］

■ 意識と無意識
■ 自己と他者
■ 自由意志

岸田 広平 助教
［専門領域］

■ 臨床児童心理学
［現在の研究テーマ］

■ 子どもの不安症と抑うつ障害に
　対する診断横断的介入
■ 子どもの怒りに対する認知行動療法
■ 子どもに対する実証に基づく
　心理療法の普及と実装

竹原 卓真 教授
［専門領域］

■ 認知心理学
■ 複雑系心理学
［現在の研究テーマ］

■ 複雑系や複雑ネットワークを
　通じた認知心理学的研究

田中 あゆみ 教授
［専門領域］

■ ヒューマン・モティベーション
［現在の研究テーマ］

■ 達成目標の効果に関する研究
■ 自律性・自己決定とその支援に関する研究

津田 裕之 助教
［専門領域］

■ 認知心理学
■ 視覚心理学
■ 認知科学
［現在の研究テーマ］

■ 知覚、記憶、意識などについての
　実験心理学的研究
■ 顔魅力や芸術などについての
　感性心理学的研究
■ VRや画像解析などの技術を用いた研究

石川 信一 教授
［専門領域］

■ 臨床児童心理学
［現在の研究テーマ］

■ 子どもを対象とした
　認知行動療法
■ 学校ベースのメンタルヘルス予防プログラム
■ 児童青年期における異常心理学的研究

神山 貴弥 教授
［専門領域］

■ 学校心理学
■ 教育社会心理学
［現在の研究テーマ］

■ 開発的・予防的生徒指導と
　子どもの心理・社会的発達
■ 感情欲求が態度に及ぼす影響

杉若 弘子 教授
［専門領域］

■ 臨床心理学
■ パーソナリティ心理学 
［現在の研究テーマ］

■ 個人と状況に応じたセルフ・コントロール
■ ソーシャル・サポートの授受と
　メンタルヘルス
■ 心理療法に対する期待と好み

大屋 藍子 准教授
［専門領域］

■ 臨床行動分析
［現在の研究テーマ］

■ 糖尿病・肥満症患者への
　心理・社会的支援に関する研究
■ 行動変動性の増大に関する研究
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先進の
実験実習施設を備えた
充実の環境。

こうはく

ちしょう
京田辺キャンパス・知証館南館に

実験施設が整備され、

さらに香柏館にも研究室や

プロジェクト演習室が設置されました。

同志社心理ならではの

実験的手法を重視した教育と研究を、

発展させていく環境と設備が整っています。

Facilities

施 設 ・ 設 備

電気音響シールドルーム
脳の働きなど微細な生体現象を測定する部屋です。

3次元顔画像撮影解析装置（VECTRA）
人間の顔を3次元で撮影することができ、あらゆる方向から解析することができます。

PCコーナー
全学生が本学のパソコンおよびネットワークを利用可能です。

機能的近赤外線分光法（fNIRS）
生体透過性の高い近赤外光を頭部に照射し、生体内から反射される光の
一部を検出することで、脳表面の活動状態を可視化する装置です。

プロジェクト演習室
レポート作成などを主体的に行うための拠点として利用します。

スキナー箱
ラットにレバー押しの学習をさせる装置です。

19 Doshisha University Faculty of Psycholog y



一方向気流式飼育システム
最大160匹のラットが飼育可能な自動給水･洗浄ラックを導入しています。

フリーラウンジ
学生が自由に学習できる部屋です。

大学院共同研究室
大学院生用に机やパソコンを整備した部屋です。

手術室
脳の外科的処置や薬理学的処置を行います。

クライオスタット
脳切片の標本を作製するための装置です。

行動観察室
主に実習授業で面接の練習や行動観察に使います。

グループセラピー室
グループを対象とした心理療法を行う部屋です。

視線計測装置
認知行動の解析を行うための装置です。

モニター室
他の部屋の様子を映像でモニタリングします。
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Online 西脇 涼香さん
［内定先］
丸紅セーフネット株式会社

人数が少なく、すぐに同期で仲良くなれます。
貴島さん：確かに学生同士や先生とのつながりは強いですよ
ね。大学生活はさまざまな考え方を持った方から刺激をもらう
毎日でした。学問に関しては、実験室や道具等が充実してい
ることに驚きました。
西脇さん：1年次から「生理指標を用いた嘘発見器」といった
本格的な心理学の実験ができて、楽しみながら心理学を学べ
ました。2年次からは専門的なことをより深く学べます。
竹原先生：交友関係や実践的な学びは本学部の魅力の
ひとつですね。すこし真面目なところを補足すると、公認心理
師や臨床心理士といった資格を取りたい学生の方や、学校
教育・発達に関する問題に取り組みたい方も多い学部です。

研究テーマについて教えてください。

竹原先生：私の専門分野は認知心理学と感情心理学で、顔の
魅力研究や感情認識などに取り組んでいますので、みなさんも
それに関連したテーマを選ばれましたね。

貴島さん：はい。私は「男性において、短期的に付き合いたい
パートナーおよび長期的に付き合いたいパートナーとして選ば
れる女性の顔に、違いがあるのかどうか」を研究しました。短期
的および長期的なパートナーとして高評価の顔画像において、
それぞれ社会的地位・社会的魅力・性的魅力・類似性・社交
性の５つを比較しました。
西脇さん：私は「空の癒し効果」をテーマに卒業論文を執筆
しました。森林浴など自然の癒しについて近年研究が行われて
いますが、空については思いのほか研究されていません。これは
調べてみる価値があるのではと考え、3人チームで研究しました。
角谷さん：「周囲の人の顔魅力の違いが個人の外見的・内面
的魅力評価に与える影響」という研究に取り組みました。ある人の
魅力は、周りの人の外見と見比べて相対的に評価されていること、
そして外見だけでなく内面に関する評価も変化することがわかり、
とても興味深い結果を得られました。
竹原先生：研究においては、西脇さんの「空の癒し効果」のように、
これまで誰も研究しなかったところに着眼すること自体にも大いに
価値があります。皆さんにはこれからも独自の発想や気づきを大切に
してもらいたいです。

4年間でどのような力が身につきましたか。

西脇さん：一人で悩み過ぎずに誰かを頼ってみる姿勢が身に
つきました。先生や先輩、家族に相談することで、たとえ解決しな
かったとしても気持ちが軽くなるものです。
角谷さん：最後まであきらめない力、追求するマインドを得られた
と思います。実験や研究、卒業論文作成において考え抜くことを
意識していました。
貴島さん 日本全国からの学生が集まった心理学部という環境で、
コミュニケーション能力が大きく成長したと感じています。また、
「論理的にまとめる・話す力」を養うことができたと考えています。
竹原先生：やはりみなさん、科学的な考え方ができるようになり、それを
効率的に伝達できるようになられますね。私のゼミでは、意見には根拠を
つけるように癖をつけてもらいましたので、非常に論理的で完成度の
高い卒業論文になりました。

卒業後の進路について教えてください。

貴島さん：自分の経験や強みを活かせる営業の仕事を志望し

 初めに、心理学部を志望した理由と入学後に感じた
ことを教えてください。

西脇さん：高校で大学の方から学部紹介をしていただく機会が
あり、そこで心理学に興味を持ちました。それまで心理学には
メンタリストのようなイメージを抱いていましたが、もっと科学的
なものだと印象が変わりました。
角谷さん：高校でダンス部のキャプテンを務めて部員と向き合う
中で、他者との関わり方を学びたいと思ったことが志望の
きっかけです。
貴島さん：心理学部を志した理由は、自分自身が特に興味を
持って学べる分野だと感じたからです。心理学の書籍や論文が
多く出ており、注目を浴びている分野でもあると思いました。
竹原先生：三者三様の理由で大変興味深いですね。実際に
入学してみていかがでしたか。
角谷さん：文系のイメージが強い中、心理学はヒトの目に見え
ない部分を数値・データ化して学ぶということで、実験がたくさん
あることに驚きました。また、心理学部は他の学部に比べて

ました。コミュニケーション能力など心理学部で身につけた力を
活かして、少しでも社会貢献できたらと考えています。
西脇さん：「金融業界は、お客様の役に立つ情報を勉強していく
ことで、自分自身の生活にも活かせる部分が多い」と考えて、志望
しました。入社後は傾聴する姿勢を大切にしていきたいです。
角谷さん：私は部品メーカーへの就職を決めました。心理学部
では他者と協働して社会に貢献する重要性を学んだことから、
多くの人と協力するモノづくりに携わりたいと考えたためです。
竹原先生：本学部の少人数教育で養われるコミュニケーション
スキルや、科学としての心理学を履修する中で身につく論理的な
考え方を、就職活動でも存分に活かされていますね。心理学部の
方針として、自分の意見を言いやすく、相談しやすくする環境
づくりを心掛けています。

最後に、高校生へのメッセージをお願いします。

角谷さん：心理学部は実験やデータの分析方法まで学べて、
他学部にはないスキルを身につけることができます。また、個性
的な学生が多く、友人と互いに高め合うことができて良かったと
思っています。
貴島さん：同志社大学心理学部には日本でも有数の施設が
整っていて、心理学について深い知見を得られます。また、経済学や
商学など全く異なる分野も学べますし、多様な資格の取得が
可能です。幅広い分野から進路を選びたい人にもおすすめの
学部です。
西脇さん：学部選びを迷っている方こそ、ぜひ心理学部を見に
来てみてください。私の考えですが、実際に見て面白いと感じる
ことがあれば、受験してみる価値のある学部だと思います。
竹原先生：心理学部を志望・受験される方は、「心理学＝占
い」「心理学＝心が読める」という考えをお持ちかもしれません。
しかし、本学で科学としての心理学の奥深い世界を経験する
と、きっとそのような考えが吹き飛びます。心理学に向き不向き
はなく、「心って不思議だな」と感じることができれば、誰でも
学問としての心理学を楽しめると信じています。

̶ ありがとうございました。

身近な疑問を科学的に検証し、心を深く知る。
心理学では、日常生活におけるふとした疑問を深掘りすることが研究のきっかけになり得ます。

認知心理学を専門として「顔の印象」や「感情認識」などについて研究する竹原先生と、3名のゼミ生に

Zoomを利用したオンラインミーティングで語っていただきました。

角谷 美奈さん
［内定先］
京セラ株式会社

Talk Session

誌 上 座 談 会
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竹原 卓真教授
心理学部 教授

貴島 晴日さん
［内定先］
FVジャパン株式会社

READ MORE  〉〉  https://psych.doshisha.ac.jp/faculty/interview/#l_navi

人数が少なく、すぐに同期で仲良くなれます。
貴島さん：確かに学生同士や先生とのつながりは強いですよ
ね。大学生活はさまざまな考え方を持った方から刺激をもらう
毎日でした。学問に関しては、実験室や道具等が充実してい
ることに驚きました。
西脇さん：1年次から「生理指標を用いた嘘発見器」といった
本格的な心理学の実験ができて、楽しみながら心理学を学べ
ました。2年次からは専門的なことをより深く学べます。
竹原先生：交友関係や実践的な学びは本学部の魅力の
ひとつですね。すこし真面目なところを補足すると、公認心理
師や臨床心理士といった資格を取りたい学生の方や、学校
教育・発達に関する問題に取り組みたい方も多い学部です。

研究テーマについて教えてください。

竹原先生：私の専門分野は認知心理学と感情心理学で、顔の
魅力研究や感情認識などに取り組んでいますので、みなさんも
それに関連したテーマを選ばれましたね。

貴島さん：はい。私は「男性において、短期的に付き合いたい
パートナーおよび長期的に付き合いたいパートナーとして選ば
れる女性の顔に、違いがあるのかどうか」を研究しました。短期
的および長期的なパートナーとして高評価の顔画像において、
それぞれ社会的地位・社会的魅力・性的魅力・類似性・社交
性の５つを比較しました。
西脇さん：私は「空の癒し効果」をテーマに卒業論文を執筆
しました。森林浴など自然の癒しについて近年研究が行われて
いますが、空については思いのほか研究されていません。これは
調べてみる価値があるのではと考え、3人チームで研究しました。
角谷さん：「周囲の人の顔魅力の違いが個人の外見的・内面
的魅力評価に与える影響」という研究に取り組みました。ある人の
魅力は、周りの人の外見と見比べて相対的に評価されていること、
そして外見だけでなく内面に関する評価も変化することがわかり、
とても興味深い結果を得られました。
竹原先生：研究においては、西脇さんの「空の癒し効果」のように、
これまで誰も研究しなかったところに着眼すること自体にも大いに
価値があります。皆さんにはこれからも独自の発想や気づきを大切に
してもらいたいです。

4年間でどのような力が身につきましたか。

西脇さん：一人で悩み過ぎずに誰かを頼ってみる姿勢が身に
つきました。先生や先輩、家族に相談することで、たとえ解決しな
かったとしても気持ちが軽くなるものです。
角谷さん：最後まであきらめない力、追求するマインドを得られた
と思います。実験や研究、卒業論文作成において考え抜くことを
意識していました。
貴島さん 日本全国からの学生が集まった心理学部という環境で、
コミュニケーション能力が大きく成長したと感じています。また、
「論理的にまとめる・話す力」を養うことができたと考えています。
竹原先生：やはりみなさん、科学的な考え方ができるようになり、それを
効率的に伝達できるようになられますね。私のゼミでは、意見には根拠を
つけるように癖をつけてもらいましたので、非常に論理的で完成度の
高い卒業論文になりました。

卒業後の進路について教えてください。

貴島さん：自分の経験や強みを活かせる営業の仕事を志望し

 初めに、心理学部を志望した理由と入学後に感じた
ことを教えてください。

西脇さん：高校で大学の方から学部紹介をしていただく機会が
あり、そこで心理学に興味を持ちました。それまで心理学には
メンタリストのようなイメージを抱いていましたが、もっと科学的
なものだと印象が変わりました。
角谷さん：高校でダンス部のキャプテンを務めて部員と向き合う
中で、他者との関わり方を学びたいと思ったことが志望の
きっかけです。
貴島さん：心理学部を志した理由は、自分自身が特に興味を
持って学べる分野だと感じたからです。心理学の書籍や論文が
多く出ており、注目を浴びている分野でもあると思いました。
竹原先生：三者三様の理由で大変興味深いですね。実際に
入学してみていかがでしたか。
角谷さん：文系のイメージが強い中、心理学はヒトの目に見え
ない部分を数値・データ化して学ぶということで、実験がたくさん
あることに驚きました。また、心理学部は他の学部に比べて

ました。コミュニケーション能力など心理学部で身につけた力を
活かして、少しでも社会貢献できたらと考えています。
西脇さん：「金融業界は、お客様の役に立つ情報を勉強していく
ことで、自分自身の生活にも活かせる部分が多い」と考えて、志望
しました。入社後は傾聴する姿勢を大切にしていきたいです。
角谷さん：私は部品メーカーへの就職を決めました。心理学部
では他者と協働して社会に貢献する重要性を学んだことから、
多くの人と協力するモノづくりに携わりたいと考えたためです。
竹原先生：本学部の少人数教育で養われるコミュニケーション
スキルや、科学としての心理学を履修する中で身につく論理的な
考え方を、就職活動でも存分に活かされていますね。心理学部の
方針として、自分の意見を言いやすく、相談しやすくする環境
づくりを心掛けています。

最後に、高校生へのメッセージをお願いします。

角谷さん：心理学部は実験やデータの分析方法まで学べて、
他学部にはないスキルを身につけることができます。また、個性
的な学生が多く、友人と互いに高め合うことができて良かったと
思っています。
貴島さん：同志社大学心理学部には日本でも有数の施設が
整っていて、心理学について深い知見を得られます。また、経済学や
商学など全く異なる分野も学べますし、多様な資格の取得が
可能です。幅広い分野から進路を選びたい人にもおすすめの
学部です。
西脇さん：学部選びを迷っている方こそ、ぜひ心理学部を見に
来てみてください。私の考えですが、実際に見て面白いと感じる
ことがあれば、受験してみる価値のある学部だと思います。
竹原先生：心理学部を志望・受験される方は、「心理学＝占
い」「心理学＝心が読める」という考えをお持ちかもしれません。
しかし、本学で科学としての心理学の奥深い世界を経験する
と、きっとそのような考えが吹き飛びます。心理学に向き不向き
はなく、「心って不思議だな」と感じることができれば、誰でも
学問としての心理学を楽しめると信じています。

̶ ありがとうございました。
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　高校生のとき従姉に赤ちゃんが生まれたのがきっかけで、乳幼児が秘めた
能力や可能性を学びたいと思い、発達心理学に興味を持ちました。同志社大
学心理学部を選んだのは、教授陣や設備がとても充実しているから。心理学を
学ぶには最高の環境だったと自信を持って言えます。人間の成長に伴う心の
移り変わりについて4年間学ぶ中で、身につけた傾聴力や自分らしさを活かし
たいと考え、現在の仕事に就きました。お客様の人生の節目に関われる仕事
には大きなやりがいがあります。お客様に真っ先に相談してもらえる行員になる
こと、「森本ファンを増やすこと」を目標に、日々の仕事に取り組んでいます。

卒
業
生 Interview

一生を通した
人の心の変化を
探究したいと思った。

株式会社三井住友銀行
三宮支店 お客様相談課

森本 志穂さん　2014年卒業

 〉〉 https://psych.doshisha.ac.jp/career/story/#l_navi多様な進路を実現してきた心理学部の卒業生たち。それぞれのCareer Storyをホームページで紹介していますので、ぜひご覧ください。あなたが目指す道が見つかるかもしれません。

　私は現在、楽器メーカーの営業として新興国での音楽普及に携わっています。
在学中に海外各地を一人で旅した経験や所属していた軽音楽部の活動から、
人と人をつなげる音楽の力で新興国を盛り上げたいと考えて選んだ仕事でした。
心理学部で学んで良かったことは、分析力と論理的思考力が身についたこと。
フィリピンで音楽プロモーションイベントを企画した際も、市場調査で現状を把握し、
どのようなイベントにすべきかを考え、イベント終了後は成果を分析して次に活かす、
という流れを意識することで、効果的な宣伝活動を行えました。新興国の楽器
人口増加を目標に、これからも積極的に業務に取り組んでいきます。

ヤマハ株式会社
AP営業統括部 AP第1セールスグループ

有井 佳祐さん　2015年卒業

人と人とをつなげる
音楽の力で、
新興国を盛り上げる。

　家族心理学の「誰か一人の問題は家族全体の問題である」という考え
方を学び、子どもだけでなく家庭全体をサポートできるこの仕事を志望しました。
今は発達障害のある子どもが社会的に自立できるようにする治療と教育に
取り組んでいます。日々の活動プログラムを計画し実践する中で、子どもたちの
笑顔や成長を見られることが何よりの喜びです。大学で発達障害や知能に
ついての基礎知識をしっかり学べたことが、子どもへの理解や接し方に
役立っています。これからも心理学の知識を活かしながら、子どもにも保護者の
方にも寄り添える児童指導員を目指して支援していきたいです。

児童発達支援事業所 らぶり
児童指導員

中野 洋平さん　2013年卒業

子どもにも
その家族にも寄り添う
児童指導員に。

※掲載している所属先名や写真等はすべて取材時のものです。
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過去3年間の卒業生の進路

入学試験情報
・ 一般選抜入学試験（全学部文系、全学部理系、学部個別）
・ 大学入学共通テスト利用入学試験
・ 自己推薦入学試験
・ 第3年次転入学･編入学試験
・ 外国人留学生入学試験

学部概要・入学試験情報

学部概要
［ 学部名称 ］ 心理学部
［   学　位 ］ 学士（心理学）
［ 学科構成 ］ 心理学科（一学科制）
［ 入学定員 ］ 158名
［ 設置場所 ］ 京田辺校地 ： 京都府京田辺市多々羅都谷1-3

過去3年間の主な就職・進学実績
［就職先］
・ アース製薬㈱
・ アサヒビール㈱
・ イオンモール㈱
・ サイボウズ㈱
・ サントリーホールディングス㈱
・ ダイキン工業㈱
・ トッパン・フォームズ㈱
・ パナソニック㈱
・ みずほフィナンシャルグループ
・ みずほ証券㈱
・ ヤマハ㈱
・ ソニー㈱
・ ユニ・チャーム㈱
・ りそなグループ
・ 旭化成グループ
・ ㈱ＪＡＬスカイ
・ ㈱ＪＴＢ関東

［進学先］
・ 大阪大学大学院 人間科学研究科
・ 大阪市立大学 生活科学研究科
・ 関西大学 臨床心理専門職大学院
・ 関西学院大学大学院 心理学研究科
・ 九州大学大学院 人間環境学府
　実践臨床心理学専攻
・ 京都大学大学院 人間・環境学研究科
・ 神戸大学大学院 人間発達環境学研究科
・ 筑波大学大学院 人間総合科学研究科
・ 東京大学大学院 教育学研究科
・ 同志社大学大学院 心理学研究科
・ 鳥取大学大学院 医学研究科
・ 広島大学大学院 教育学研究科
・ 法政大学大学院 人文科学研究科
　心理学専攻
・ 早稲田大学大学院 人間科学研究科
・ 海外大学および大学院

・ ㈱ＮＴＴドコモ
・ ㈱エイチ・アイ・エス
・ ㈱エヌ・ティ・ティ・データ
・ ㈱オリエンタルランド
・ ㈱キーエンス
・ ㈱セブン-イレブン・ジャパン
・ ㈱ニトリ
・ ㈱カプコン
・ ㈱ファミリーマート
・ ㈱ヤクルト本社
・ ㈱ゆうちょ銀行
・ ㈱ワコール
・ ㈱京都銀行
・ 京都信用金庫
・ ㈱三井住友銀行
・ ㈱三菱ＵＦＪ銀行
・ ㈱滋賀銀行

・ ㈱村田製作所
・ ㈱GSユアサ
・ ㈱東芝
・ ㈱島津製作所
・ ㈱日立物流
・ ㈱八十二銀行
・ 三菱電機㈱
・ ㈱北陸銀行
・ 関西テレビ放送㈱
・ 岩谷産業㈱
・ 久光製薬㈱
・ 警視庁
・ 日本郵便㈱
・ 三井住友海上火災保険㈱
・ 三菱ＵＦＪ信託銀行㈱
・ 三菱商事㈱
・ 西日本旅客鉄道㈱

・ 損害保険ジャパン日本興亜㈱
・ 大阪府
・ 大塚製薬㈱
・ 大日本印刷㈱
・ 東京海上日動火災保険㈱
・ 日本銀行
・ 日本航空㈱
・ 日本生命保険相互会社
・ 日本通運㈱
・ 日本年金機構
・ 法務省専門職員（法務教官）
・ 明治安田生命保険相互会社
・ 野村證券㈱
・ ＳＣＳＫ㈱
・ 家庭裁判所調査官
・ 国公立大学、私立大学
・ 国家公務員　　　　　　他

（五十音順）

※社名は就職した時点のものです

多彩な分野への
就職・進学が可能です。
学校教諭免許や公認心理師／認定心理士などの資格取得、

企業や公務員など幅広い業界への就職実績があります。

また、高度な知識と技術を学ぶ大学院への進学、

その専門技能を活かした心理家への道もあります。

Career

就 職・進 路

メーカー
13.6%

教育・学習支援
3.5%

流通
12.3%

公共・その他
18.2%

金融
10.7%
マスコミ・情報
5.7%

進学
19.0%

サービス
17.0%

マスコミ・情報
4.4%

進学
24.1%

金融
8.1%

公共・
その他
17.0%

サービス
16.2%

メーカー
14.0%

流通
11.8%

マスコミ・情報
6.2%

進学
16.5%

メーカー
13.5%

教育・学習支援
3.1%

教育・学習支援
4.4%

金融
11.8%

公共・
その他
18.9%

サービス
17.5%

流通
12.5%

・ 小学校教諭1種※1

・ 中学校教諭1種（社会）

・ 高等学校教諭1種（公民）

・ 図書館司書

取得できる免許･資格

※1 神戸親和女子大学通信教育学部（男女共学）および佛教大学教育学部
教育学科（通信教育課程）との提携による

・ 公認心理師（国家資格）※2

・ 臨床心理士※3

・ 認定心理士、認定心理士（心理調査）

関連資格

※2 公認心理師（国家資格）の受験資格について
学  部：資格取得に対応したカリキュラム施行済
大学院：資格取得に対応したカリキュラム施行済
最新の情報については心理学部・心理学研究科
のホームページで随時お知らせします。

※3 本学の心理学研究科(前期課程)臨床心理学
コース修了者に受験資格が与えられます。

これまでの心理学科卒業生の実績を見ると、
メーカー、金融、商社、サービス、情報･通信、
公務員など幅広い分野への就職、大学院や
海外の大学への進学などが挙げられます。
業種では、製薬会社、医療関係会社、病院、
教育･臨床分野、マスコミ、企業のリサーチ部門、
児童相談所、家庭裁判所、教育産業など、さま
ざまな分野で活躍しています。

幅広い業界で活躍できます

・ 学校図書館司書教諭

・ 博物館学芸員

全体 男子 女子

詳しくはP.11



研究センター

同志社大学
心理学部・
心理学研究科
心理学部・心理学研究科と
学内･学外連携イメージ

実証に基づく心理・社会的トリートメント研究センター

実証に基づく心理療法の開発・普及・研究を目的とした、西日本を中心とした研究者のネットワーク
近年、日本においても「実証に基づく心理・社会的トリート
メント」（Empirically Supported Treatments; EST）の
開発やその普及が重要視されるようになってきています。
本センターは日本でのより本格的な「実証に基づく心理・
社会的トリートメント」の開発・普及を推進するため、特に西
日本における中心的な役割を担うことを目的としています。

Center for Wing of Empirically Supported Treatments(WEST)
こころの科学研究センター

「こころの科学」の視点から、研究活動と実践的活動を行います。
当センターは、いじめや体罰などの教育場面での問題や、女性の子育ての難しさ
の問題、心の病や発達障害を抱える人々の増加の問題など、心理学が中心と
なる研究領域について、脳科学、行動科学的な基礎研究を実施するセンター
です。「こころの科学」をキーワードに３つの研究部門を設置し、それぞれで研究
プロジェクトを実施。生涯教育・発達の視点から、子どもの発達支援、教育支援、
高齢者支援を視野に入れた実践的研究へ展開することを目的とします。

Research Center for Psychological Science Doshisha University

「ビジュアル・クリフ（視覚的断崖）」の研究 WESTシンポジウム

※財団法人 日本臨床心理士資格認定協会「第1種指定大学院」

大学院

 ●  心理学コース      ●  臨床心理学コース

 ●  心理臨床センター

今出川校地
（新町キャンパス）

尋真館 心理臨床センター

豊かな交流が
総合的な学びとなります。
京田辺校地を主たるキャンパスとして展開することにより、

2008年に開設した生命医科学部・研究科やスポーツ健康科学部・研究科、

また、文化情報学部、グローバル･コミュニケーション学部、

理工学部・研究科といった学部群と連携した総合的な学びが可能になりました。

心理学部は、こころを扱う領域として社会に貢献するため、

産業界や教育･医療機関等と連携した実践的な教育･研究を目指します。

Collaboration

学 内 ･ 学 外 連 携 学外連携学内連携

 ●  人文･社会科学系学部・研究科

今出川校地

 ●  理工学部・研究科
 ●  文化情報学部・研究科
 ●  生命医科学部・研究科

 ●  スポーツ健康科学部・研究科
 ●  グローバル･コミュニケーション学部
 ●  脳科学研究科

京田辺校地 海外研究者との活発な交流

産学共同のプロジェクト

海外大学への充実した留学制度

25 Doshisha University Faculty of Psycholog y



広大なキャンパスに、最先端の教育設備を導入。
1986年に開設された京田辺キャンパス。約9,000人が学生生活を送る総面積79万㎡の広大な敷地には、

マルチメディアライブラリを備えたラーネッド記念図書館をはじめ、最先端の実験設備・機器がそろう各種実験棟や、

同志社ローム記念館、情報メディア館などの情報教育設備も整えられています。

京田辺校地
 ●  近鉄｢興戸｣駅から徒歩15分
 ●  近鉄｢新田辺｣駅からバスで8分
 ●  近鉄｢三山木｣駅からバスで5分
 ●  JR｢同志社前｣駅から徒歩10分

キャンパスマップ（京田辺キャンパス）

1 2

今出川校地
 ●  地下鉄｢今出川｣駅から徒歩1分
 ●  京阪｢出町柳｣駅から徒歩15分

学研都市キャンパス
 ●  近鉄｢木津川台｣駅
    から徒歩13分

こうはくかん ちしょうかん
香柏館
• 心理学部・心理学研究科事務室
• 教員研究室

知証館南館
• 心理学実験準備室

3 成心館
• 京田辺キャンパス教務センター
 （心理学部）  

4 ラーネッド記念図書館

同志社大学 心理学部 シンボルマークについて
同志社の象徴であるワイルドローヴァー号と、心理学（psychology）を表すギリシャ

文字のΨ（プサイ）を組み合わせて図案化しました。古典的なエンブレム風のデザイン

と創立年を示す「SINCE 1927」の文字は、同志社大学心理学部にふさわしい伝統

と品位を表現しています。ワイルドローヴァー号の帆を掲げ、新天地へ渡った新島襄

の志と探求心が今に生きていることを表す、堂 と々したイメージのマークです。

21

ラーネッド記念図書館

成心館
• 京田辺キャンパス教務センター（心理学部）

香柏館
• 心理学部・心理学研究科事務室
• 教員研究室

知証館南館
• 心理学実験準備室

3

4

こうはくかん

ちしょうかん

26

アクセスマップ
※今出川キャンパスから京田辺キャンパスまで約60分

心理臨床センター



同志社大学 心理学部
〒610-0394 京都府京田辺市多々羅都谷１-３
TEL：0774-65-8220　FAX：0774-65-8223

E-mail：jt-snrjm@mail.doshisha.ac.jp

https://psych.doshisha.ac.jp/

同志社大学 心理学部ホームページ
さらに詳しく知りたい人は

日英サイト開設

_Point 1

_Point 2

_Point 3

パンフレットには収まりきらなかった
インタビュー記事を掲載！

イベントなど、学部に関する
最新情報を続々配信中！

「心理学部生の1日」など、
学生たちのリアルライフも公開！

先生コメント

この本では心理学部を“紙上体験”していただきます。

読者は心理学部２年次生となり、ある１週間の専門講義科目７コマに出席します。内容

は実際の講義を再現するもので、定番のテーマや興味深いトピックスが取り上げられて

います。専門講義科目といっても本書は初めて心理学に接する読者を想定しています。

各講義は心理学の基礎知識がなくても理解できますので、その点ご安心下さい。

さあ、心理学部の大学生がどんなことを勉強しているのか、体験してみましょう。

発刊責任者 中谷内 一也

書籍名：『ようこそ、心理学部へ  同志社大学心理学部編』
出版社：筑摩書房　版型：新書版　ページ数：208頁　発刊日：2022/3/8

『ようこそ、心理学部へ』

書籍紹介

https://www.chikumashobo.co.jp/product/9784480684219/

お求めは全国の書店または、
筑摩書房のHPへ

https://psych.doshisha.ac.jp/book/

心理学部ホームページでも
紹介しています


